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　　　  鶴
つるさきじんじゃほんでんこまいぬ

𥔎神社本殿狛犬
　本殿内左右に一対設置されている。制作年、作
者とも不明であるが、形状や大きさ彩色など八幡
神社本殿の狛犬に酷似していることから、同年代
の天保年間（1830 〜 1844）に奉納されたもの
と思われる。
　左右とも木製で彩色が施され、表情からも威厳
が伺える。また、頭には角が１本ある一角獣と
なっている。台は漆塗り。　　　

本
殿
の
柱
石

　
鶴
𥔎
神
社
本
殿
と
拝
殿
（
貴
賓
室
）
に
円
柱
形
の
柱

石
が
数
個
使
用
さ
れ
て
い
た
。
一
個
ず
つ
調
べ
て
み
る

と
、
鳥
居
の
貫
を
差
し
込
む
た
め
の
凹
形
の
切
り
込
み

が
あ
る
石
も
あ
る
事
か
ら
、
神
社
の
石
鳥
居
が
天
災
か

或
い
は
事
故
に
よ
り
倒
壊
し
た
為
に
、
新
し
く
作
り
直

し
、
破
損
し
た
柱
を
割
っ
て
柱
石
と
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
柱
石
に
使
っ
た
鳥
居
は
随
神
門

前
の
石
鳥
居
と
思
わ
れ
る
。

鶴𥔎神社本殿の柱石
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